
学
校
給
食
を
つ
く

る
従
業
員
︵
上
︶

で
き
た
給
食
︵
左
︶

︵
２
月
　
日
撮
影
︶

▲

16

　
市
議
会
は
３
月
　

日
、
４
月
か
ら
給
食
費

を
ゼ
ロ
円
に
す
る
予
算

２
億
６
千
万
円
を
含
む

２
０
２
４
年
度
の
当
初

予
算
３
８
６
億
円
を
決

め
ま
し
た
。

　
給
食
費
を
ゼ
ロ
円
に

す
る
予
算
に
か
か
る
お

金
は
、
国
の
物
価
高
騰

支
援
臨
時
交
付
金
１
億

７
千
５
百
万
円
と
ふ
る

　
　
　
さ
と
納
税
﹁
水

郷
ひ
た
応
援
基
金
﹂
２

千
万
円
を
使
い
ま
す
。

残
り
６
千
５
百
万
円

は
、
市
の
お
金
を
使
い

ま
す
。

　
教
育
福
祉
委
員
会
は

２
月
　
日
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
給
食
が
つ

く
ら
れ
る
状
況
を
視
察

し
、
で
き
あ
が
っ
た
給

食
を
試
食
し
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
業
務

は
、
昨
年
　
月
か
ら

︵
株
︶
ハ
ー
ベ
ス
ト
ネ

ク
ス
ト
︵
本
社
・
神
奈

川
県
︶
に
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。

２０２４年４月２０日 日本共産党日田市議団・議会だより

３月議会
報 告

日田市中城町 6‐29
日本共産党西部地区
         TEL 24-2145

日
田
市
議
員
団
だ
よ
り

日
田
市
議
員
団
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は

日本共産党
日田市議団

大
谷
と
し
あ
き

ひ
ぐ
ま�

知
重

︵
自
宅
　ｰ

６
０
０
９
︶

︵
自
宅
　ｰ

９
６
０
４
︶

57 24

給食費　円が実現しました日田市
学校給食
日田市
学校給食 ０ !!

か
か
る
お
金
の
約
　
割
は
国
の
臨
時
交
付
金
を
使
う

　
４
月
か
ら
小
中
学
校
の
給
食
費
が
ゼ
ロ
円
に
な
り
ま
す
。
昨
年
春
か

ら
と
り
く
ん
だ
給
食
費
無
料
化
の
署
名
活
動
が
、
党
市
議
団
の
公
約
実

現
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

７

26

16

11

　月議会

全会一致
３ 小中学校の給食費無償化を国に求める

　
学
校
給
食
は
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
や
発

達
、
食
育
の
観
点
か
ら

大
切
で
す
。
市
議
会
は

３
月
　
日
、﹁
小
中
学

校
の
給
食
費
無
償
化
を

国
に
求
め
る
決
議
﹂
を

全
会
一
致
で
決
め
ま
し

た
。

　
い
ま
、
給
食
費
の
負

担
軽
減
を
実
施
ま
た
は

予
定
し
て
い
る
自
治
体

は
、
全
体
の
　
・
２
％

と
無
償
化
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
ま
す
︵
文

科
省
調
査
︶。

　
市
議
会
の
決
議
は
、

小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
は
国
と
し
て
一
律

に
と
り
く
み
、
自
治
体

へ
の
財
政
的
支
援
を
国

に
強
く
求
め
ま
し
た
。

26

83

全会一致で「ガザ地区における人道目的の停戦等の実現に関する決議」
　市議会は３月２６日、ガザ地区の深刻な人道
的危機を打開するために、イスラエルとハマス
の双方をはじめ、すべての当事者、日本政府、
国際社会に対し、一刻も早い事態の解決を強く
求めました。(党市議団の提案 )



　﹁
除
外
申
請
で
き
る
こ
と
を
市
民
に
も
れ
な
く

　
知
ら
せ
る
の
か
﹂
と
質
問
す
る
日
隈
市
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
３
月
６
日
︶

▲

　
京
丹
後
市
が
全
戸
に
配
っ
た
チ
ラ
シ
︵
か
か
っ
た

費
用
は
約
７
万
５
千
円
︶

▲

▲

　
市
民
環
境
部
長
は
、

申
請
方
法
に
つ
い
て

﹁
市
民
課
窓
口
の
ほ
か

振
興
局
、
振
興
セ
ン

タ
ー
に
申
請
書
を
出
し

て
い
た
だ
く
か
、
郵
送

で
も
受
け
つ
け
を
行

う
。
受
付
期
間
は
４
月

１
日
か
ら
５
月
　
日
ま

で
の
２
カ
月
間
﹂
と
説

明
し
ま
し
た
。

　
日
隈
市
議
は
﹁
除
外

申
請
が
で
き
る
こ
と
を

市
は
、
す
べ
て
の
　
歳

の
市
民
に
知
ら
せ
る
の

か
﹂
と
質
問
。
部
長
は

﹁
日
田
支
援
学
校
を
含

む
市
内
の
高
校
６
校
の

協
力
を
得
て
対
象
者
に

チ
ラ
シ
を
配
る
。
こ
の

ほ
か
４
月
市
報
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら

せ
る
﹂
と
答
え
ま
し
た
。

　
日
隈
市
議
は
﹁
市
内

６
校
に
通
っ
て
い
な
い

方
に
チ
ラ
シ
を
郵
送
す

べ
き
で
は
な
い
か
﹂
と

質
問
し
ま
し
た
。
部
長

は
﹁
除
外
申
請
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
、
郵

送
す
る
予
定
は
な
い
﹂

と
答
え
ま
し
た
。
日
隈

市
議
は
﹁
名
簿
を
自
衛

隊
に
渡
し
た
く
な
い
と

い
う
の
は
権
利
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
考
え

方
で
い
い
の
か
﹂
と
追

及
。
市
長
は
﹁
除
外
す

る
こ
と
は
サ
ー
ビ
ス
で

は
な
い
。
ど
う
い
う
形

で
お
知
ら
せ
す
る
か
は

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
が

部
長
の
答
弁
﹂
と
弁
明

し
ま
し
た
。

　
日
田
市
は
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
世
帯

が
減
っ
て
い
ま
す
。
日

隈
市
議
は
、
京
丹
後
市

が
　
年
８
月
に
チ
ラ
シ

︵
左
の
写
真
︶
を
約
２

万
の
全
戸
に
配
っ
て﹁
お

困
り
の
場
合
は
、
た
め

ら
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
﹂
と
呼
び
か
け
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。﹁
日
田

市
も
チ
ラ
シ
を
つ
く
っ

て
全
世
帯
に
配
っ
た
ら

ど
う
か
﹂
と
提
案
し
ま

し
た
。
福
祉
保
健
部
長

は
﹁
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ポ
ス
タ
ー
で
、
市

民
に
知
ら
せ
て
い
る
。

京
丹
後
市
も
参
考
に
し

て
、
市
民
に
知
ら
せ
る

方
法
を
検
討
す
る
﹂
と

答
え
ま
し
た
。

2024 年４月2０日 日本共産党日田市議団・議会だより

　
月
末
ま
で
に
市
役
所
窓
口
に
提
出
︵
郵
送
可
︶

　
市
は
４
月
か
ら
、
自
衛
隊
に
名
簿
を
提
供
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
　

歳
の
市
民
の
除
外
申
請
を
受
け
つ
け
ま
す
。
除
外
申
請
書
を
５
月
末
ま

で
に
市
役
所
窓
口
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

18

市民にチラシで知らせよ
申
請
あ
き
ら
め
る
人
も
い
る

５

　
日
隈
市
議
は
３
月
６
日
、﹁
生
活
保
護
の
申

請
は
国
民
の
権
利
﹂、
制
度
を
誤
解
し
て
生
活

保
護
の
申
請
を
あ
き
ら
め
る
人
を
つ
く
ら
な

い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

生活保護は

国民の権利

望まない方は申請が必要自衛隊へ

名簿提供

18

31

生活保護は

国民の権利
22
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総
務
部
長
は「
空
調
施

設
を
整
備
す
る
の
は
、
整

備
と
維
持
管
理
に
多
額
の

費
用
を
要
す
る
の
で
新
設

の
計
画
は
な
い
。
各
学
校

の
空
調
設
備
の
あ
る
特
別

教
室
な
ど
を
利
用
す
る
」

と
答
弁
。

避
難
者
の
環
境
改
善
を

市
は
避
難
行
動
要
支
援

者
を
３
年
間
か
け
て
登
録

し
ま
す
。
全
体
で
約
６
０

０
人
か
ら
７
０
０
人
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
福
祉

避
難
所
は
33
ヶ
所
あ
り
ま

す
が
、
高
齢
者
施
設
な
ど
、

入
所
者
の
存
在
や
職
員

体
制
で
避
難
者
の
受
け
入

れ
が
困
難
な
福
祉
避
難

所
施
設
も
あ
り
ま
す
。

指
定
避
難
所
に
福
祉
の
ス

ペ
ー
ス
と
支
援
体
制
が
な

け
れ
ば
要
支
援
者
の
避
難

は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
避
難
所
の
環
境
整
備

は
大
事
で
す
。

ホ
テ
ル
避
難
に
支
援
を

要
支
援
者
の
ホ
テ
ル

避
難
の
補
助
制
度
に
つ
い

て
質
問
。
部
長
は
「
福
祉

部
門
と
連
携
し
、
他
市
の

事
例
を
参
考
に
必
要
性

や
現
状
の

把
握
に
務

め
る
」
と

答
弁
し
ま

し
た
。

大
谷
市
議
は
「
指
定
避
難
所
に
冷
暖
房
の
設
備

が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
質
問
。
部
長
は
「
体
育

館
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
の
で
困
難
。
空
調
設

備
の
あ
る
特
別
教
室
な
ど
を
活
用
す
る
」
と
答
弁
。

第
９
期（
２
０
２
４
年

か
ら
３
年
間
）の
介
護
保

険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
保
険
料
改
定
に
あ
た
っ

て
は
、５
億
円
の
準
備
基

金
と
決
算
剰
余
金
合
わ

せ
て
７
億
円
を
活
用
し
、

保
険
料
の
引
下
げ
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
市
は
４

億
６
千
万
円
を
負
担
軽

減
に
活
用
し
基
準
額
を

据
え
置
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め
約
４
割
の
人
の

保
険
料
が
減
額
に
な
り
、

約
６
割
の
人
の
保
険
料

が
変
更
な
し
と
な
り
ま

し
た
。

大
谷
市
議
は
「
全
額

活
用
し
て
さ
ら
な
る
引

き
下
げ
」
を
求
め
ま
し

た
。
福
祉
保
健
部
長
は

「
介
護
保
険
の
安
定
性

及
び
持
続
性
の
た
め
基

金
が
必
要
」「
85
歳
以
上

の
高
齢
者
が
令
和
22
年

ま
で
増
加
す
る
傾
向
で

保
険
料
は
上
昇
す
る
見

込
み
。
し
か
し
現
在
の

物
価
高
騰
を
考
え
据
え

置
い
た
」
と
答
弁
。

中
小
規
模
の
訪
問
介

護
事
業
所
は
多
く
が
赤

字
で
、
倒
産
は
過
去
最
多

と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府

は
24
年
度
、
訪
問
介
護
の

報
酬
を
引
き
下
げ
た
た

め
、
減
収
で
閉
鎖
・
倒
産

が
増
え
る
と
関
係
者
か

ら
き
び
し
い
批
判
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

市
の
訪
問
介
護
の
事

業
計
画
は
、
増
加
す
る
見

込
み
で
す
が
、
大
谷
市
議

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
対

策
で
人
材
確
保
が
で
き

る
の
か
質
問
。
部
長
は
、

介
護
職
員
の
高
齢
化
や

人
材
不
足
に
対
し
て
「
介

護
職
員
の
初
任
者
研
修

や
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
の
資
格
取
得
に
係

る
講
座
受
講
料
の
一
部

助
成
や
介
護
職
員
の
魅

力
発
進
で
人
材
確
保
に

取
り
組
む
」
と
以
前
と
変

わ
ら
な
い
答
弁
で
し
た
。

基
本
報
酬
引
下
げ
の
撤

回
を
国
に
求
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

大
分
県
は
高
校
体
育
館

に
冷
暖
房
設
備
を
今
年

か
ら
整
備
し
ま
す
。

東
京
都
は
、
今
年
か
ら

都
内
で
働
く
介
護
職
員

や
ケ
ア
マ
ネ
に
「
居
住

地
支
援
手
当
」
月
額
２

万
円
や
１
万
円
を
支
給
。
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大
分
県
は
、
今
年
４

月
か
ら
高
校
生
の
医
療

費
を
市
町
村
と
連
携

し
て
、無
料
に
し
ま
す
。

県
が
市
町
村
の
費
用
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
日
田
市
を

除
く
県
内
17
市
町
村

す
べ
て
が
４
月
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
大
分

県
地
方
議
員
団
は
、
県

に
対
し
て
高
校
生
ま
で

の
無
料
化
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
一
定
の
前

進
で
す
。

市
長
は
、
日
田
市
で

高
校
生
を
無
料
化
し

た
場
合
の
試
算
と
し
て
、

費
用
は
約
４
２
０
０
万

円
と
述
べ
、
そ
の
内
、
県

が
２
分
の
１
の
支
援
と

な
る
の
で
「
日
田
市
の

負
担
は
２
１
０
０
万
円

程
度
」
と
述
べ
ま
し
た
。

大
谷
市
議
は「
な
ぜ

県
と
連
携
し
今
年
４
月

か
ら
取
組
む

こ
と
に
し
な

か
っ
た
の
か
」

と
質
問
。
市
長

は
「
少
子
化
対

策
と
し
て

給

食
費
の

無
料

化
を
優
先
し
た
。
財
政

状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
、
他
の
子
育
て
支
援

策
の
充
実
も
含
め
全

体
の
中
で
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
無
料
化

は
、
市
の
負
担
が
２
１

０
０
万
円
で
す
か
ら
大

き
な
事
業
費
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
谷
市
議

は
、
今
年
の
早
い
時
期

に
実
施
す
べ
き
と
要
求

し
ま
し
た
。

大
谷
市
議
は
、
高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
市
も
早

急
に
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
子
育
て
施
策
全
体

の
中
で
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
は
国
保
税
の
県
内

統
一
化
を
押
し
進
め
、県

は
２
０
２
９
年(

令
和
11

年
度
）に
統
一
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
理
由
は
「
人

口
減
少
等
で
財
政
運
営

が
厳
し
く
な
る
」
で
す
。

し
か
し
、い
ち
早
く
統
一

し
た
大
阪
府
内
で
は
、
ほ

と
ん
ど
の
自
治
体
で
大

幅
増
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
示
す
標
準
税
率
で

試
算
す
る
と
統
一
す
れ

ば
増
税
に
な
り
ま
す
。
日

田
市
の
世
帯
例(

注
１
）

は
現
在
年
額
64
万
円
で

す
が
、
試
算
で
は
年
額
77

万
２
千
円
と
な
り
、13
万

２
千
円
の
増
税
で
す
。
こ

の
よ
う
に
負
担
増
と
な

る
国
保
税
の
県
下
統
一

は
、
ス
ト
ッ
プ
す
べ
き
で

す
。市

は
こ
れ
ま
で
国
保

の
県
下
統
一
で
、
急
激
な

市
の
保
険
税
の
上
昇
を

押
さ
え
る
た
め
に
基
金

を
活
用
す
る
と
述
べ
て

き
ま
し
た
。
大
谷
市
議
は

「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
負

担
軽
減
を
す
る
の
か
」
と

質
問
し
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
約
６
億
円
の
国

保
基
金
は
、
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
に
活
用
す
べ

き
で
す

(

注
１)

世
帯
構
成
が
42
歳
の

夫
、
妻
35
歳
、
中
学
生
と
高

校
生
の
こ
ど
も
２
人
。
夫
の

課
税
所
得
３
０
０
万
円
、
妻
60

万
円
の
場
合
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